
組
織
強
化
・
拡
大
は
待

っ
た
な
し

3
年
余
り
に
わ
た
っ
て
続
く
コ

ロ
ナ
禍
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉

職
場
の
労
働
者
を
疲
弊
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
労
働
組
合
運
動
に
も

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
き
ま

し
た
。
こ
の
状
況
は
、
5
類
感
染

症
に
移
行
し
た
現
在
も
変
わ
り
あ

り
ま
せ
ん
。
他
方
で
、
政
府
は
地

域
医
療
構
想
の
促
進
、
高
齢
者
の

医
療
費
窓
口
負
担
増
、
マ
イ
ナ
保

険
証
推
進
な
ど
、
そ
の
手
を
緩
め

る
こ
と
な
く
社
会
保
障
の
改
悪
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

社
会
保
障
費
の
削
減
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
予
算
を
戦
争
す
る
国
づ

く
り
に
投
じ
る
こ
と
を
決
め
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
国
民
無
視
の
政

治
を
転
換
さ
せ
、
国
民
本
位
の
政

治
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、
労
働

組
合
の
組
織
強
化
・
拡
大
が
待
っ

た
な
し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。「

仲
間
増
や
し
」
の
一

歩
を
踏
み
出
そ
う

日
本
医
労
連
は
2
0
1
9
年
度

以
降
、
組
織
減
が
続
い
て
お
り
、

2
0
2
1
年
か
ら
2
年
連
続
で
17

万
人
を
割
り
込
む
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て「
毎

月
拡
大
」
や
「
新
人
加
入
1
0
0

％
」
の
到
達
が
例
年
の
8
〜
9
程

度
に
落
ち
込
む
な
ど
、
拡
大
が
停

滞
し
て
い
る
こ
と
が
組
織
減
の
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
職
場
で
の
活
動
が
制
限
さ
れ
、

拡
大
の
取
り
組
み
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
拡
大
の
停
滞
に
つ
な
が

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
再
開

さ
せ
る
こ
と
が
今
後
の
対
策
で
あ

る
こ
と
は
明
白
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
職
場
に
は
不

満
が
渦
巻
い
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
入
職
者
に
は
、

入
学
か
ら
卒
業
ま
で
学
生
生
活
を

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
過
ご
し
、
実
地

研
修
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ら
れ
て
い

な
い
人
が
大
勢
い
ま
す
。
職
場
の

不
満
の
受
け
皿
と
な
り
、
不
安
を

抱
え
る
新
入
職
員
が
少
し
で
も
安

心
で
き
る
取
り
組
み
を
す
す
め
る

こ
と
で
き
れ
ば
、
必
ず
仲
間
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
こ
そ

「
仲
間
増
や
し
」
の
一
歩
を
踏
み

出
す
と
き
で
す
。

基
本
は
職
場
で
の
声
掛
け

組
織
拡
大
の
基
本
は
「
日
常
的

な
声
掛
け
＝
毎
月
拡
大
」
に
な
り

ま
す
。
特
に
、
不
満
や
不
安
の
大

き
い
非
正
規
雇
用
職
員
や
新
入
職

員
は
重
点
対
象
と
な
り
ま
す
。
共

済
説
明
会
や
職
場
相
談
会
な
ど
、

対
象
に
合
わ
せ
た
企
画
も
考
え
な

が
ら
、
日
常
的
に「
仲
間
増
や
し
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
労
働
組
合
の
活
動
を
広

く
宣
伝
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

「
労
働
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
」

「
労
働
組
合
っ
て
何
を
し
て
い
る

の
？
」
な
ど
は
、
加
入
の
呼
び
か

け
を
す
る
時
に
聞
か
れ
る
フ
レ
ー

ズ
で
す
。
加
盟
組
織
（
全
国
組
合

本
部
・
県
医
労
連
）
や
日
本
医
労

連
の
メ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ス
を
う
ま
く

利
用
し
な
が
ら
、
医
労
連
の
取
り

組
み
や
職
場
の
賃
金
交
渉
で
勝
ち

と
っ
た
成
果
な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
発
信
し
、
日
常
的
に
メ
リ
ッ
ト

や
活
動
を
目
に
見
え
る
よ
う
に
発

信
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
常
的
な
学
習
で
組
織

強
化
を

組
織
拡
大
を
す
す
め
る
一
方

で
、
要
求
実
現
や
運
動
の
前
進
を

図
る
た
め
に
は
組
織
強
化
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
役
員
セ
ミ
ナ
ー
や

労
働
学
校
な
ど
へ
の
参
加
も
重
要

で
す
が
、日
常
的
に
情
勢
に
触
れ
、

組
合
活
動
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
執
行
部
で
「
わ
く
わ
く
講

座
」
（
全
労
連
）
や
「
勤
通
大
」

（
労
教
協
）
に
取
り
組
む
、
職
場

単
位
で
「
学
習
の
友
」（
学
友
社
）

の
読
み
合
わ
せ
を
定
期
的
に
行
う

な
ど
、
日
常
的
な
学
習
を
す
す
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

医
労
連
に
結
集
し
よ
う

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の

実
現
す
る
た
め
に
は
、
医
労
連
を

強
く
大
き
く
す
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
医

労
連
の
運
動
に
結
集
す
る
こ
と

が
、
人
を
育
て
、
組
織
を
鍛
え
、

組
織
を
強
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
第
73
回
定
期
大
会
に
向

け
て
引
き
続
き
「
医
労
連
の
仲
間

増
や
し
」
に
取
り
組
み
、
大
会
を

成
功
さ
せ
て
運
動
の
前
進
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

【重点課題】
◆「新人100％加入」を必ず達成しよう
年間を通じて計画的・反復的に取り組みをすすめ、100％加入を

追求しましょう
◆非正規雇用の仲間を迎え入れよう
コロナ禍は、とりわけ「社会的弱者」にしわ寄せがきます。非

正規雇用職員の要求実現と結び付けて、仲間を増やしましょう
◆転退職者を県個人加盟につなげよう
残念ながら、転職してしまう組合員もいるかもしれませんが、

医労連の仲間として県個人加盟組合に加入してもらいましょう。
そのためにも、医労連共済を推進しましょう

「
看
護
師
の
入
退
職
に
関

す
る
実
態
調
査
」
は
、
か
ね

て
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し

た
看
護
師
の
退
職
が
増
加
す

る
傾
向
が
懸
念
さ
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
実
態
を
調
査
す

る
目
的
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
取
り
組
み
期
間
は
23
年

4
月
10
日
〜
5
月
13
日
で
、

38
都
道
府
県（
6
全
国
組
合
、

29
県
医
労
連
）
、
公
立
・
公

的
病
院
1
0
1
施
設
と
地
場

民
間
病
院
74
施
設
の
合
計
1

7
5
施
設
か
ら
回
答
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

年
間
を
通
し
て
４
割
に
近
づ

く
増
加

22
年
度
（
22
年
4
月
〜
23

年
3
月
）
の
看
護
職
員
の
退

職
者
動
向
に
つ
い
て
、
平
均

退
職
者
数
は
25
・
7
人
で
し

た
が
、
21
年
度
と
比
較
し
た

と
こ
ろ
離
職
者
が「
増
え
た
」

と
回
答
し
た
医
療
機
関
は
37

・
1
％
あ
り
ま
し
た
。
第
7

次
コ
ロ
ナ
調
査
で
の
上
半
期

の
「
離
職
者
増
」
の
回
答
が

18
・
2
％
だ
っ
た
こ
と
と
照

ら
し
合
わ
せ
る
と
、
下
半
期

も
離
職
増
の
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

埋
ま
ら
な
い
定
員

そ
れ
に
反
し
て
入
職
者
数

に
つ
い
て
は
、
4
月
の
募
集

人
員
に
対
し
て
充
足
で
き
た

医
療
機
関
は
、
未
回
答
を
除

き
36
・
4
％
で
し
た
。
施
設

規
模
の
違
い
は
あ
る
に
せ
よ

充
足
率
の
全
体
平
均
は
69
・

5
％
で
し
た
。
3
月
ま
で
の

退
職
者
数
を
補
う
だ

け
の
募
集
が
か
け
ら

れ
た
医
療
機
関
は
未

回
答
を
除
き
42
・
6

％
で
、
半
数
以
上
は
退
職
者

数
よ
り
も
少
な
い
募
集
数
で

し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
が
5
類
に
移
行
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
各
種
補
助
金
の

削
減
を
見
越
し
た
対
応
と
、

厳
し
い
経
営
状
況
、
さ
ら
に

は
年
度
末
に
当
初
の
募
集
人

員
を
上
回
る
退
職
が
あ
っ
た

こ
と
も
推
測
で
き
ま
す
。
ま

た
、
実
際
に
3
月
の
退
職
者

数
を
4
月
の
入
職
者
数
で
補

充
で
き
た
医
療
機
関
も
未
回

答
を
除
き
30
・
1
％
で
、
約

7
割
は
補
充
し
き
れ
て
い
な

い
状
況
で
す
。
平
均
の
充
足

率
は
80
・
6
％
で
、
看
護
師

不
足
に
拍
車
が
か
か
っ
て
い

ま
す
。

退
職
に
つ
な
が
る
負
の
連
鎖

看
護
師
が
充
足
さ
れ
な
い

場
合
の
医
療
提
供
体
制
へ
の

影
響
と
し
て
最
も
多
か
っ
た

回
答
は
、
「
稼
働
病
床
の
削

減
」
20
・
6
％
で
、
医
療
提

供
体
制
の
縮
小
や
患
者
サ
ー

ビ
ス
に
直
結
す
る
問
題
と
い

え
ま
す
。
ま
た
労
働
者
へ
の

影
響
と
し
て
は
、
「
夜
勤
回

数
の
増
」
が
64
・
0
％
と
ト

ッ
プ
で
、
「
休
み
や
休
憩
が

取
れ
な
い
」「
長
時
間
労
働
」

な
ど
も
半
数
近
い
回
答
率
で

し
た
。
こ
の
ま
ま
看
護
師
不

足
が
続
い
た
場
合
、
医
療
提

供
体
制
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
ば
か
り
か
、
残
さ
れ

た
看
護
師
の
負
担
も
さ
ら
に

増
し
ま
す
。

会
見
で
、
佐
々
木
悦
子
中

央
執
行
委
員
長
は
、「
国
民
が

必
要
と
す
る
医
療
を
提
供
す

る
に
は
、
職
場
実
態
に
見
合

っ
た
看
護
師
配
置
と
、
働
き

続
け
ら
れ
る
賃
金
に
す
る
た

め
の
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

が
必
要
」と
強
調
し
ま
し
た
。

５月３１日、厚労記者会にて「看護師の入
退職に関する実態調査」の結果について記
者発表を行い、退職が増え入職者が減少し
ている現状について報告しました。

先
進
7
カ
国
首

脳
会
議
が
5
月
19

日
か
ら
21
日
、
被

爆
地
広
島
で
開
催

さ
れ
た
。
広
島
出

身
の
岸
田
首
相
が

広
島
で
行
う
こ
と

で
注
目
を
集
め
た
が
、
終
わ
っ
た

後
多
く
の
日
本
人
は
広
島
で
行
っ

た
意
味
を
ど
う
感
じ
た
だ
ろ
う
か

▼
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
急
遽

来
日
し
た
こ
と
で
話
題
作
り
は
で

き
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は

各
国
に
支
援
を
訴
え
成
果
を
得

た
。
来
日
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な

か
っ
た
米
国
は
や
は
り
広
島
で
の

サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
納
得
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
▼
米
国
で

は
原
爆
投
下
は
「
戦
争
を
終
わ
ら

せ
る
た
め
に
必
要
だ
っ
た
」
と
正

当
化
し
て
い
る
国
民
が
未
だ
に
半

数
を
超
え
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
米
国
は
訪
日
の
際
「
核
の
鞄
」

を
再
び
広
島
の
地
に
持
ち
込
ん

だ
。
Ｇ
7
の
う
ち
米
英
仏
は
核
を

保
有
し
、
日
本
を
含
む
他
の
4
カ

国
は
米
国
の
「
核
の
傘
」
の
下
に

い
る
。
こ
の
状
況
で
は
残
念
な
が

ら
テ
レ
ビ
か
ら
流
れ
る
原
爆
慰
霊

碑
に
献
花
を
す
る
各
国
指
導
者
の

姿
は
私
に
は
た
だ
の
セ
レ
モ
ニ
ー

に
し
か
見
え
な
か
っ
た
▼
「
核
な

き
世
界
」
の
実
現
に
向
け
て
具
体

的
な
道
筋
を
広
島
か
ら
！
と
多
く

の
国
民
が
願
っ
た
は
ず
だ
が
理
想

を
共
有
す
る
と
い
う
形
で
サ
ミ
ッ

ト
は
終
わ
っ
た
。
開
催
地
が
広
島

だ
っ
た
か
ら
な
お
さ
ら
悔
し
さ
が

残
っ
た
。
「
岸
田
首
相
そ
れ
で
よ

か
っ
た
の
で
す
か
」
と
私
は
問
い

た
い
▼
こ
う
な
る
と
次
は
長
崎
サ

ミ
ッ
ト
か
。
そ
の
次
は
な
い
。
広

島
で
は
多
く
の
若
者
が
声
を
上
げ

て
い
た
。
必
要
な
の
は
一
人
一
人

の
行
動
だ
。
今
年
も
平
和
行
進
が

は
じ
ま
っ
た
。
私
も
思
い
を
込
め

て
歩
き
た
い
。

第７３回定期大会を増勢で向かえよう第７３回定期大会を増勢で向かえよう
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増えた
118事業所
（92％）

変わらない
8事業所
（6％）

NA
2事業所（2％）

業務負荷の回答

変わらない
76事業所
（59％）

増えた
50事業所
（39％）

NA
2事業所
（2％）

メンタル不全について

介
護
署
名
は
、
昨
年
11
月
に
13

万
7
6
3
8
人
分
を
国
会
に
提
出

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
28
万
1

9
0
2
人
分
を
追
加
提
出
。
全
体

で
41
万
9
5
4
0
人
分
（
医
労
連

集
約
1
万
4
0
6
0
人
分
）
の
署

名
を
国
会
に
届
け
ま
し
た
。
署
名

は
昨
年
の
28
万
8
0
7
7
筆
を
大

き
く
上
回
っ
た
集
約
と
な
っ
て
い

ま
す
。

署
名
の
紹
介
議
員
は
、
5
月
22

日
現
在
、
衆
議
院
20
名
・
参
議
院

13
名
で
合
計
33
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。院

内
集
会
で
は
、
中
央
社
保
協

代
表
委
員
で
全
労
連
の
秋
山
正
臣

副
議
長
が
改
悪
に
次
ぐ
改
悪
の
介

護
保
険
を
改
善
さ
せ
た
い
と
い
う

思
い
が
署
名
に
込
め
ら
れ
て
い
る

と
し
て
「
運
動
を
よ
り
大
き
く
し

よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
林
信
悟
事

務
局
長
は
、
運
動
と
世
論
で
全
面

的
な
改
悪
を
食
い
止
め
、
負
担
増

を
先
送
り
さ
せ
た
と
し
て
、
政
府

に
断
念
さ
せ
る
運
動
強
化
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
を
代
表
し
て
北
海

道
・
道
東
勤
医
労
の
吉
田
一
貴
書

記
次
長
が
発
言
。
吉
田
さ
ん
は
、

職
員
も
コ
ロ
ナ
感
染
し
、
16
時
間

近
く
の
2
交
替
夜
勤
を
月
7
回
、

多
い
月
に
は
9
回
行
っ
て
い
る
実

態
を
報
告
し
ま

し
た
。
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
一
人
夜
勤

や
、
人
手
不
足

の
問
題
に
も
触

れ
、
処
遇
改
善

を
訴
え
ま
し

た
。院

内
集
会
後

に
は
、
署
名
の

紹
介
議
員
を
応
諾
い
た
だ
い
て
い

る
国
会
議
員
に
直
接
署
名
を
届
け

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
・
田
村
智

子
参
議
院
議
員
の
議
員
室
で
は
、

現
場
実
態
を
懇
談
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
ご
本
人
が

会
議
か
ら
戻
ら
れ
、
署
名
を
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
（
写
真
右
）
。

５
月
２２
日
、
中
央
社
保
協
・
全
日
本
民
医
連
・
全
労
連
は
、

衆
議
院
第
二
議
員
会
館
で
、
「
介
護
保
険
制
度
の
改
善
を
求

め
る
請
願
署
名
」国
会
院
内
集
会
・
署
名
提
出
行
動
を
実
施
。

現
地
に
１
２
０
人
が
参
加
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
８２
回
線
の

ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
６
月
１
日
、
厚
労
省
で
「
介
護

・
福
祉
版

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
」の
記
者
発
表
を
実
施
。

報
道
機
関
６
社
が
取
材
に
訪
れ
、
新
聞
や
ネ
ッ
ト

ニ
ュ
ー
ス
等
で
実
態
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

調査対象期間を2022年4月1日～2023年3月31日として、
2023年3月～5月に調査を実施。128事業所から回答を集約し
た。
クラスターが発生した事業所は48

事業所、全体の38％であった。その
うち12事業所で複数回のクラスター
が発生。クラスターは特養86％、老
健76％、障がい入所施設83％等、一
定規模のある業態で回答率が高かっ
た。
医療機関へのアクセスについて

は、「入院できなかった」16％、「通院
できなかった」15％にのぼり、入院で
きずに亡くなった事例等もあった。
労働環境については、業務負荷が

「増えた」が92％。
年収については、「変わらない」

が57％、「減った」も4％あった。
メンタル不全は、「増えた」が39

％で昨年（34％）より率が微増して
いる。
不足しているものでは、「体制（人

手）」が最も多く64％、次いで「補償」48％、「設備」22％、「情報」13％と続いた。
政府や自治体に求めたいことでは、①保健所・医療機関連携、②職員の増員、③

経営補填・必要な物品の補助、④コロナ対応にあたる職員の処遇、⑤介護報酬の引
き上げなどが記載されていた。
現場が必要としていること、知ってほしいこと、知らせたいことでは、介護・福

祉実践者のおかれている実態が多数寄せられ、「5類になったからと言って感染力
は変わらない」「できる感染対策は引き続き行ってほしい」など、現場の訴えが多
く書かれていた。
……………………………………………………………………………
記者発表で寺田雄介護対策委員会事務局長は、「事業所が安定

的に継続できる費用・報酬でこそ体制が整えられる。利用者負担
や保険料に反映させない形を、国の責任として求めていく」と語
りました。
……………………………………………………………………………

調査結果は、こちらからご覧いただけます。

「5月介護アクション月間」の取り組み報告がぞくぞくと届
いています。寄せられた写真から一部をご紹介します。

全国で介護アピール

3年半ぶりに街頭署名を実
施。医療介護への関心も高
く署名に快く応じてくれる
方が多くいました

合計41万9540人分提出合計41万9540人分提出
介護署名提出行動介護署名提出行動

5月介護アクション月間

4年ぶりのリアル開催とな
ったメーデー北海道集会。
桜満開の会場でおおいにア
ピール

春
の
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
行
動
で
街
頭
署
名

宣
伝
行
動
の
際
に
タ
オ
ル
で
ア
ピ
ー
ル

「新型コロナ対策調査」結果
記者発表

署名提出行動に参加した医労連の参加者＝衆議院第二議員会館

記者発表の様子＝厚労記者クラブ

介護福祉版介護福祉版

調査結果の概要

介護
福祉版

鳥取鳥取北海道北海道

山形山形
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村田隆史
准教授

政
府
は
、
2
0
0
4
年
に
「
精

神
保
健
医
療
福
祉
の
改
革
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
2
0
1
7
年
か

ら
は
「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
掲

げ
て
精
神
医
療
の
転
換
を
う
た
っ

て
い
ま
す
が
、
実
態
は
す
す
ん
で

い
ま
せ
ん
。
要
請
で
は
、
地
域
移

行
の
具
体
的
な
期
限
目
標
や
移
行

に
あ
た
っ
て
労
働
者
の
就
業
移
行

・
雇
用
確
保
の
対
策
の
有
無
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
医
療
分
野
の
予
算
の
う
ち
、
精

神
保
健
分
野
が
占
め
る
財
源
が
少

な
く
、
と
り
わ
け
在
宅
な
ど
地
域

医
療
へ
の
配
分
が
極
め
て
少
な
い

中
で
、
果
た
し
て
ま
と
も
に
地
域

移
行
が
す
す
め
ら
れ
る
の
か
と
質

問
し
、
予
算
の
拡
充
も
含
め
て
精

神
医
療
の
改
善
と
地
域
移
行
の
早

期
実
現
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と「
5

類
へ
の
移
行
」
が
す
す
め
ら
れ
る

中
で
、
労
働
者
の
メ
ン
タ
ル
不
全

に
対
す
る
対
策
や
補
助
金
、
防
護

具
等
の
物
資
の
備
蓄
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
支
援
策
の
継
続
・
拡
充

を
求
め
ま
し
た
。
精
神
科
病
院
で

は
依
然
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
て
お
り
、
い
ま
だ
に
Ｎ
95
マ

ス
ク
を
数
日
間
、
使
い
回
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
も
伝
え
ま

し
た
。
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

定
点
医
療
機
関
に
精
神
科
病
院
が

入
っ
て
い
な
い
こ
と
も
指
摘
。
精

神
科
病
院
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
多
発

し
た
こ
と
や
、
環
境
面
で
も
感
染

症
に
脆
弱
な
こ
と
を
考
え
る
と
精

神
科
病
院
も
加
え
る
べ
き
、
と
訴

え
ま
し
た
。

こ
れ
ら
も
含
め
、
現
場
は
職
員

の
犠
牲
の
も
と
で
何
と
か
保
た
れ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
改
め
て
人

員
配
置
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
精
神
部
会
は
、
５
月
２２
日
の
午
前

中
に
厚
労
省
へ
の
要
請
行
動
を
行
い
、
午
後
か
ら

は
東
京
さ
つ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
訪
問
し
ま
し
た
。

特
定
医
療
法
人
研
精
会
は
、
調

布
市
や
府
中
市
を
中
心
に
地
域
包

括
ケ
ア
を
推
進
し
て
お
り
、
病
院

・
ク
リ
ニ
ッ
ク
以
外
に
老
健
、
訪

問
看
護
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど

18
の
施
設
を
運
営
し
、
医
療
と
福

祉
の
連
携
で
精
神
疾
患
を
持
つ
患

者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
と
支
援
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
そ
の
中
心
と
な
る
東

京
さ
つ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
を
見
学
し

ま
し
た
。
一
般
の
イ
メ
ー
ジ
と
は

異
な
る
明
る
く
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲

気
で
、
2
0
2
0
年
か
ら
開
設
し

た
と
い
う
児
童
・
思
春
期
精
神
科

病
棟
で
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
な
く

行
き
か
う
人
が
患
者
な
の
か
ス
タ

ッ
フ
な
の
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
総
合
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム
は

仕
切
り
を
無
く
し
、
相
互
に
連
携

し
や
す
い
つ
く
り
と
な
っ
て
お

り
、
な
ん
と
医
師
も
そ
の
部
屋
で

作
業
す
る
と
い
う
画
期
的
な
つ
く

り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。い
わ
く
、

普
段
か
ら
一
緒
の
部
屋
に
い
る
の

で
声
を
か
け
や
す
く
「
連
携
が
容

易
」「
ド
ク
タ
ー
に
も
気
軽
に（
心

理
的
負
担
な
く
）
相
談
で
き
る
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

日
本
医
労
連
は
、
５
月
２４
日
「
第
３４
回
児
童
・
障
害
福

祉
労
組
全
国
学
習
交
流
集
会
」
を
日
本
医
療
労
働
会
館
を

メ
イ
ン
会
場
に
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
で
行
い
、
１
全
国
組
合

６
県
医
労
連
か
ら
１５
人
が
参
加
し
、
学
習
・
交
流
を
行
い

ま
し
た
。

集
会
は
、
木
谷
部
会
長
の
挨
拶

で
開
会
し
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
村
田
隆
史
准
教

授
（
京
都
府
立
大
学
公
共
政
策
学

部
）
が
、
「
良
い
ケ
ア
の
実
戦
で

豊
か
な
制
度
へ
〜
社
会
保
障
制
度

の
特
性
を
ふ
ま
え
て
〜
」
と
題
し

講
演
を
行
い
ま
し
た
。

村
田
氏
は
、
自
助
・
共
助
・
公

助
の
考
え
方
は
教
育
を
通
じ
て
若

者
に
も
浸
透
し
て
い
る
実
態
を
、

日
頃
生
徒
と
関
わ
る
場
面
か
ら
語

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
保
障

改
革
は
巧
妙
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
私
た
ち
の
学
習
が
必
要
と
警

鐘
を
な
ら
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

「
高
齢
分
野
で
負
担
増
と
給
付
削

減
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
児

童
・
障
害
分
野
に
波
及
す
る
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
」
と
し
た
う

え
で
、
そ
の
流
れ
に
対
抗
し
て
い

く
た
め
に
は
、
「
運
動
を
盛
り
上

げ
、
制
度
を
変
え
、
労
働
条
件
を

改
善
し
、
そ
れ
が
ケ
ア
の
改
善
に

つ
な
が
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
共

有
す
べ
き
」
と
し
、
そ
の
た
め
に

は
、
「
同
じ
グ
ル
ー
プ
、
職
場
の

な
か
で
の
対
話
、
傾
聴
、
共
感
か

ら
一
致
点
を
探
り
丁
寧
に
紡
い
で

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

分
散
会
で
悩
み
を
共
有

基
調
報
告
に
続
き
、
分
散
会
で

は
、
午
前
中
に
行
っ
た
厚
労
省
要

請
の
感
想
交
流
と
、
「
日
々
の
ケ

ア
を
振
り
返
り
、
職
場
の
環
境
改

善
の
た
め
に
思
う
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
自
由
に
交
流
し
ま
し
た
。

現
場
の
参
加
者
か
ら
、
「
常
態

化
す
る
人
手
不
足
で
、
い
く
つ
も

の
仕
事
を
兼
務
し
て
い
る
」
「
コ

ロ
ナ
の
5
類
移
行
に
よ
る
負
担
減

と
負
担
増
」
な
ど
職
場
の
悩
み
・

課
題
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
職
員
同
士
の
交

流
が
限
ら
れ
る
な
か
で
、
組
合
へ

の
相
談
が
微
増
し
組
合
員
が
増
え

た
と
い
う
嬉
し
い
報
告
も
共
有
し

ま
し
た
。

ま
と
め
は
中
村
中
執
が
、
「
福

祉
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
か
な
い

よ
う
、
こ
ど
も
家
庭
庁
も
注
視
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
福
祉
部
会
で

1
年
間
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
、
嵯
峨
中
執
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

※
「
児
童
・
障
害
福
祉
施
設
の
人

員
配
置
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
団

体
署
名
」
は
、
皆
様
の
ご
協
力
で

2
7
3
団
体
集
約
で
き
ま
し
た
。

厚
労
省
に
提
出
い
た
し
ま
す
。

5
月
26
日
、日
本
医
労
連
は
、

2
0
2
4
年
度
概
算
要
求
に
関

し
て
厚
労
省
に
要
請
を
行
い
ま

し
た
。
要
請
に
は
、
佐
々
木
悦

子
中
央
執
行
委
員
長
を
は
じ

め
、
医
労
連
本
部
か
ら
役
員
8

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
厚
労
省

か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
本
部
、
医
政
局
、

労
働
基
準
局
、
社
会
・
援
護
局
、

保
健
局
、
老
健
局
、
社
会
援
護

局
か
ら
40
人
程
度
が
対
応
し
ま

し
た
。

冒
頭
、
佐
々
木
中
央
執
行
委

員
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療

・
介
護
労
働
者
の
奮
闘
を
伝
え
、

「
今
こ
そ
、
医
療
・
社
会
保
障

の
充
実
・
強
化
を
は
か
る
べ

く
、
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

ま
も
る
厚
労
省
に
は
、
よ
り
一

層
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
」
と

挨
拶
し
要
請
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。要

請
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
の
抜
本
強
化
や
医
師
・
看

護
師
・
介
護
職
員
の
大
幅
増
員
、

必
要
な
社
会
保
障
費
の
確
保
、

医
療
・
介
護
事
業
所
で
の
労
基

法
違
反
一
掃
な
ど
、
医
療
・
介

護
現
場
の
実
態
も
伝
え
な
が
ら

行
い
ま
し
た
。

財
務
省
が
診
療
報
酬
削
減
の

姿
勢
を
崩
さ
な
い
中
、
厚
労
省

の
概
算
要
求
は
8
月
ま
で
ま
と

め
ら
れ
て
財
務
省
に
提
出
さ
れ

る
た
め
、
厚
労
省
に
は
し
っ
か

り
予
算
を
確
保
す
る
よ
う
繰
り

返
し
求
め
ま
し
た
。
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第34回児童・障害福祉労組全国学習交流集会

日
本
医
労
連
精
神
部
会

実
行
あ
る
改
善
を
―
厚
労
省
要
請

実
行
あ
る
改
善
を
―
厚
労
省
要
請

東
京
さ
つ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
訪
問

東
京
さ
つ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
訪
問

２０２４年度
概算要求
２０２４年度
概算要求

国
民
の
い
の
ち
と
健
康

ま
も
る
予
算
の
確
保
を

今こそ今こそ

厚生労働省要請の様子

「東京さつきホスピタル」を訪問した、
精神部会運営委員の皆さん

要
請
書
を
手
渡
す
佐
々
木
悦
子

中
央
執
行
委
員
長
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●
医
療
の
眼
、
読
ん
で
そ
の
通
り

と
思
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
我

慢
す
れ
ば
い
い
、サ
ー
ビ
ス
残
業
、

先
輩
待
っ
て
て
仕
方
な
い
、
超
勤

つ
け
ら
れ
な
い
、
打
刻
し
て
も
カ

ッ
ト
さ
れ
て
い
な
い
？
せ
っ
か
く

シ
ス
テ
ム
開
始
し
た
タ
イ
ム
カ
ー

ド
、
本
当
に
自
己
犠
牲
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
れ
る
の
？
看
護
は
楽
し

む
べ
き
、
手
を
取
り
患
者
さ
ん
の

こ
と
を
家
族
も
巻
き
込
ん
で
よ
く

し
て
い
く
も
の
、
緩
和
看
護
で
学

び
ま
し
た
。（

愛
知
・
石
川
淳
子
）

●
4
月
に
な
り
新
し
い
職
場
に
着

き
ま
し
た
が
60
に
な
っ
て
も
緊
張

感
っ
て
あ
る
も
の
で
す
ね
笑

（
東
京
・
倉
見
谷
真
弓
）

●
今
年
の
ア
ク
ト
こ
そ
は
、
青
年

部
員
を
笑
顔
で
送
り
だ
し
た
い
で

す
！

（
岩
手
・
境
美
沙
）

●
北
電
が
来
月
値
上
げ
に
！
原
発

が
稼
働
す
る
こ
と
で
電
気
料
金
は

下
が
る
方
向
に
働
く
と
。
何
が
な

ん
で
も
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
る
。
原
発
事
故
で
多
く
の
方
が

ま
だ
苦
し
ん
で
い
る
の
に
…
。

（
北
海
道
・
前
中
怜
子
）

【日程】7月8日（土）9：30～13：00
【集会内容】
8：30 Zoom受付開始
9：30 開会あいさつ
9：35 講演

「いのちの砦裁判の成果と課題
～今こそ、生活保護を当たり前の権利に！（仮）」
いのちのとりで全国アクション 事務局長 小久保哲郎弁護士

10：35 講演
「社会保障入門テキストの活用を～学びから1歩踏み出そう（仮）」
中央社保協 林信悟 事務局長

11：45 基調報告
12：00 参加者からの発言
12：55 閉会あいさつ
13：00 終了予定

【参加対象】
①各全国組合・都道府県医労連の役員及び社保闘争担当役員
②主要な単組・支部の役員及び社保闘争担当役員
③日本医労連・社保・地域医療対策委員
【参加申し込み】（詳細 日本医労連発第218号）
Zoomより参加登録して下さい。個別参加の場合は、1端末1メールアド
レスをご用意ください。https : //qr.paps.jp/8tjHO

【パズル解答】1801号の答えは「ハナシヨウブ」
でした。正解者の中から抽選でクオカードを贈呈
します。
【応募方法】①組合（病院）名、②職種、③氏名、
④郵便番号、⑤住所を記入し、解答を7／6（木）
までにご応募ください。「読者のページ」もご寄
稿下さい。
【応募先】
〒110―0013 台東区入谷1―9―5
「日本医労連教育宣伝局」
ＦＡＸ：03―3875―6270
E-mail：n-ask@irouren.or.jp

風
水
害
に
備
え
よ
う

風
水
害
の
被
害
が
毎
年

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

医
労
連
共
済
の
火
災
共

済
は
、
風
水
害
に
も
給
付

が
あ
り
ま
す
。
加
入
口
数

・
被
害
状
況
で
給
付
金
は

変
わ
り
ま
す
が
、
自
宅
の

全
壊
・
流
失
の
最
高
限
度

額
3
0
0
万
円
を
上
限

に
、
被
害
に
応
じ
て
段
階

的
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
災

害
被
害
の
予
測
が
さ
れ
て

い
る
地
域
が
多
く
あ
り
ま

す
。
風
水
害
に
も
給
付
が

あ
る
火
災
共
済
で
備
え
を

し
ま
し
ょ
う
。

＊
被
害
額
の
全
額
保
障
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
年
劣

化
に
よ
る
破
損
や
建
付
け

の
欠
陥
に
よ
る
雨
漏
り
な

ど
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

被
災
時
の
初
期
対
応

被
災
時
に
共
済
金
の
給

付
申
請
は
非
常
に
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

迅
速
に
給
付
す
る
た
め
に

も
、
加
入
者
自
身
の
初
期

対
応
が
大
切
で
す
。
初
期

対
応
で
は
、
①
医
労
連
共

済
へ
の
報
告
、
②
被
害
の

撮
影
・
記
録
、
③
損
害
証

明
や
修
復
見
積
り
が
大
切

で
す
。
初
期
対
応
、
と
く

に
報
告
・
記
録
は
早
め
に

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
業
者
に
言
わ
れ

る
が
ま
ま
の
修
理
で
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

で
組
織
拡
大

新
型
コ
ロ
ナ
第
7
波
が
収

束
し
て
き
た
頃
、
書
記
局
の

会
議
室
に
あ
る
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
に
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

で
組
織
拡
大
」
と
大
き
く
書

か
れ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
が

終
わ
り
、
残
っ
て
い
た
職
員

ら
が
少
し
お
酒
を
入
れ
て
、

感
染
対
策
で
声
は
小
さ
く
、

話
は
大
き
く
膨
ら
ま
せ
た
結

果
、
書
き
な
ぐ
っ
た
ス
ロ
ー

ガ
ン
で
す
。

そ
の
時
の
記
憶
を
た
ど
れ

ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
学

び
を
深
め
て
、
医
労
連
の
組

織
と
運
動
に
反
映
さ
せ
て
い

け
ば
、
医
労
連
が
20
万
人
、

30
万
人
と
増
え
る
と
、
話
を

膨
ら
ま
せ
た
よ
う
で
す
。
言

い
た
い
放
題
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
が
、
時
間
外
に
残
っ

て
こ
ん
な
話
が
で
き
る
自
分

達
の
家
庭
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
程
遠
い
と
反
省
も
し
た

記
憶
が
薄
っ
す
ら
あ
り
ま

す
。男

性
目
線
を
変
え

て
プ
ラ
ス
に

先
日
は
テ
レ
ビ
番
組
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
取
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
、
社
会
全
体
に
根
付
い
た

男
性
目
線
を
変
え
る
こ
と
で

社
会
全
体
の
プ
ラ
ス
に
す
る

挑
戦
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

番
組
で
は
、
職
場
や
社
会

の
意
思
決
定
層
に
女
性
を
入

れ
る
こ
と
で
、
様
々
な
メ
リ

ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
、
東
北
大
学
工
学

部
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て

い
ま
し
た
。
東
北
大
学
工
学

部
で
は
、
1
0
0
年
以
上
の

歴
史
の
中
で
女
性
教
授
は
わ

ず
か
5
人
、
現
在
お
よ
そ
1

2
0
人
の
教
授
の
う
ち
女
性

が
2
人
だ
っ
た
と
こ
ろ
、
女

性
限
定
公
募
で
3
人
を
採
用

し
ま
し
た
。採
用
審
査
の
際
、

出
産
・
子
育
て
な
ど
に
よ
る

研
究
空
白
期
間
が
不
利
に
な

る
従
来
の
研
究
実
績
数
か

ら
、
空
白
期
間
を
除
い
た
研

究
期
間
で
あ
げ
た
実
績
の
独

創
性
な
ど
に
評
価
基
準
を
変

え
た
そ
う
で
す
。
結
果
は
、

選
考
委
員
の
「
応
募
者
の
レ

ベ
ル
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
我

々
の
努
力
が
足
り
な
か
っ

た
」
と
の
声
が
物
語
っ
て
い

ま
し
た
。

逆
差
別
と
の
反
応
が
あ
っ

た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た

が
、コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の「
チ

ャ
ン
ス
の
不
平
等
が
あ
っ
た

で
は
な
い
か
。
男
性
は
家
庭

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
キ
ャ
リ

ア
を
中
断
し
な
く
て
済
ん
で

い
た
だ
け
な
ん
で
す
。
つ
ま

り
、
男
性
が
下
駄
を
履
い
て

き
た
」
と
の
解
説
は
非
常
に

わ
か
り
や
す
い
も
の
で
し

た
。ジ

ェ
ン
ダ
ー
学
習

・
実
践
進
め
よ
う

私
た
ち
の
職
場
で
も
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が

極
め
て
低
い
社
会
の
も
と

で
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
が

女
性
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ

と
や
職
種
間
格
差
に
よ
り
、

低
賃
金
水
準
が
押
し
付
け
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
が
多
い
職
場

に
も
関
ら
ず
、
男
性
社
会
の

働
き
方
が
基
本
ル
ー
ル
に
根

付
い
て
い
て
、
日
本
医
労
連

調
査
で
も
生
理
休
暇
取
得
率

は
極
め
て
低
く
、
妊
娠
・
出

産
に
関
わ
っ
て
マ
タ
ハ
ラ
事

例
も
報
告
さ
れ
る
な
ど
、
働

き
続
け
る
職
場
づ
く
り
に
多

く
の
課
題
を
残
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
を
変
え

る
た
め
に
は
、
労
働
組
合
で

も
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で

は
な
く
、
一
歩
踏
み
出
し
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

国
際
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
取
り
組
み
に
学
ん
で
、

意
思
決
定
層
の
女
性
比
率
を

増
や
す
取
り
組
み
と
し
て
、

大
学
や
企
業
で
は
、
「
女
性

限
定
公
募
」
「
キ
ャ
リ
ア
早

回
し
」
な
ど
の
模
索
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

日
本
医
労
連
で
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
学
習
の
強
化
や
役
員

の
女
性
比
率
向
上
な
ど
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。
職
場
の
女

性
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、

比
較
的
多
く
の
女
性
役
員
が

活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
目
指
す
に
は

そ
れ
に
相
応
し
い
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
議
論
と
工
夫

を
重
ね
、
労
働
組
合
も
変
わ

り
な
が
ら
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
で
互
い
に
尊
重
し
支
え
あ

い
、
豊
か
に
な
れ
る
社
会
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。内

田
博
之

ジェンダー平等めざす取り組み進めよう

社会保障運動推進全国交流集会
オンラインの開催について

申し込みは
こちらから→

2023年日本医労連（第6回）

風水害の備えは火災共済で


